
 

発 言 通 告 書  
 

令和 5年 2月 28日 

松 山 市 議 会 議 長  渡 部 克 彦  殿 

松 山 市 議 会 議 員  小 崎 愛 子 

次のとおり通告します。 
 

発言順位 １７ 受領日時 2月 28日 午前 9時 50分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 28 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨  

1 松山市男女共同参画基本計画につい （１）第 3次松山市男女共同参画基本計画の主要課題の数値目標の 

 て  到達について進んだ分野と課題を残した分野を問う。 

  （２）第 4次松山市男女共同参画基本計画について、SDGsの達成や 

   政治分野などへの新たな施策で具体的に検討した内容について 

   問う。 

  （３）「社会制度・慣行の見直し」に「意識改革」を入れた狙いと、施策 

   の具体的な方向性について 

  （４）女性差別撤廃条約選択議定書の市民への啓発や学習会につい 

   て 

   

2 原発問題と原発事故避難計画につい （１）国の原発推進政策について市長の見解を問う。 

 て （２）本市でも伊方原発事故時の避難計画の策定が必要と考えるが 

   どうか。 

   

3 健康づくりや医療及び介護の充実に （１）本市の健康づくり施策について 

 ついて  ①市民健康意識調査の結果と、健康寿命の延伸のための市民の 

    健康づくり施策について問う。 

   ②健康づくりのために公民館を使用する場合、使用料を無料とする 

    ことについて 

   ③国保加入者のがん検診無料化を継続することについて 

  （２）75歳以上の後期高齢者で医療費窓口負担が 2割となる場合の 

   補助について 

  （３）介護保険と高齢者施設整備について 

   ①第 8期松山市高齢者福祉計画・介護保険事業計画での高齢者 

    施設の地域別の整備数、及び特別養護老人ホームの待機者の 

    解消が図られるのか。 

   ②施設整備が、受け皿の手薄いところへの公募を考慮できないか。 

  


